櫓 夫 は 夕方、 裏の 大きな 栗の 木の下に 行きました。 

その 幹の、 丁度 櫓 夫の 目 位高い 所に、 白い きのこが 三 

つで きていました。 まん 中の は 大きく、 両 がわの 二つ 

はずつ と 小さく、 そして 少し 低い のでした。 

櫓 夫 は、 じっと それ を 眺めて、 ひとりごと を 言い ま 

した。 

「はは あ、 これが さるのこしかけ だ。 けれども こいつ 

こし さる 

へ 腰 を かける ような やつなら、 すいぶん 小さな 猿 だ。 

そして、 まん 中に かける のがき つと 小 猿の 大将で、 両 

わきに かける の は、 ただの 兵隊に ちがいない。 いくら 

小 猿の 大将が 1! 張った つて、 僕の にぎりこぶしの 位 も 



さな 猿の 癖に、 軍服な ど を 着て、 手帳まで 出して、 人 

ほりょ あっか 

間 を さも 捕虜 か 何 かの ように 扱う のです。 櫓 夫が 申 

しました。 

ことば ていねい ぼく 

「何 だい。 小 猿。 もっと 語 を 丁寧に しないと 僕 は 返 

事なん かしない ぞご 

小 猿が 顔をしかめて、 どうも 笑ったら しいので す。 

もう 夕方に なって、 そんな 小さな 顔 はよ くわ かりませ 

ん でした。 

けれども 小 猿 は、 急いで 手帳 をし まって、 今度 は 手 

を 膝の 上で 組み合せながら 云いました。 

「仲々 強 11 な 子 W だ。 俺 はもう 六十に な るんだ ぞ。 



猿が、 一度に、 き やっき やつ 笑いました。 生意気に 

も、 ただの 兵隊の 小 猿まで、 笑う のです。 大将が、 やつ 

と 笑う の を やめて 申しました。 

「いや、 お帰りに なりたい 時 は、 いつでもお 送りいた 

します。 決して ご 心配はありません。 それより、 まあ 

龃 ける 用意 をなさい。 ， J こ は 最大 急行で 通らな いとい 

けません ご 

櫓 夫 も 仕方なく、 龃け 足の したく をし ました。 

「さあ、 行きます ぞ。 一 二の 三 ご 小 猿 はもう 龃け 出し 

ました。 

櫓 夫 も 一 生けん 命、 段 を かけ 上りました。 実に 小 猿 



「種 山ケ 原？ とんでもない 処へ 来たな。 すぐう ち 

へ 帰れる かいご 

「帰れます とも。 今度 は 下りです から 訳ありません ご 

「そうか ご と 云いながら 櫓 夫 は そこら を 見ました が、 

もう 今やって 来た トンネルの 出口 はなく、 却って、 向 

うの 木の かげ や、 草の しげみの うしろで、 沢山の 小 猿 

が、 きょろきょろ こっち をの ぞいて いるので す。 

大将が、 小さな 剣 を キラ リと 抜いて、 号令 を かけ ま 

した。 

「集れつ ご 

小 猿が、 バラ バラ、 その 辺から 出て 来て、 草原 1 杯 



いて、 だしぬけに 号令 を かけました。 

「突貫」 

櫓 夫は愕 いてし まいました。 こんな 乱暴な 演習 は、 

今まで 見た こと もありません。 それ 所ではな く、 小 猿 

がみん な 歯 をむ いて 櫓 夫に 走って 来て、 みんな 小さな 

綱 を 出して、 すばやく きりきり 身体 中 を 縛って しまい 

よほど なぐ 

ました。 櫓 夫 は 余程 撲 つて やろうと 思い ましたが、 あ 

がまん 

ん まり みんな 小さい ので、 じっと 我慢 をして 居ました _ 

みんな は 縛って しまう と、 互に 手 をと りあって、 

き やっき や つ と 笑いました。 

大将が、 向う で、 腹 を かかえて 笑いながら、 剣 を か 
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